
認知症初期集中 

支援チーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖籠町 

 

早期発見 

早期診断 

早期対応 

認知症は、 

が大切です 

――― 認知症になっても自分らしく住み慣れた地域で暮らし続けることができるように ――― 

が活動をはじめました！ 

 
認知症初期集中支援チームとは？ 

認知症の専門医師、保健師、看護師、社会福祉士、介護支援専門員など

で構成する認知症の支援チームです。 

ご自宅を訪問して困っていることを伺い、６ヶ月を目安に医療や介護に

つながるように集中的に支援をします。 

もしかして 認知症？ 

・忘れっぽくなった       

・同じものをいくつも買ってくる 

・お金の管理が難しくなった    

・外へ出かけなくなった 

・些細なことでイライラしたり、怒りっぽくなった… 

聖籠町地域包括支援センター ☎0254-27-6521 

（保健福祉センター内）へお気軽にご相談ください 

と思ったら…… 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 関係機関へ引き継ぎ 
 安定的な支援につながったことを確認の上、関係する機関へ引き継ぎをします。 

 

 

 

 

④ 支援チームによる支援の実施（おおむね 6ヶ月） 
・認知症の症状に合った対応等のアドバイス  ・必要な介護サービス等へのつなぎ 

・必要に応じて専門医療機関への受診の促し  ・支援チームの医師との相談会の実施 など 

 

 

 

③ チーム員会議 
本人や家族の状態に合わせて、支援方針を検討します。 

 

 

 

認知症は早期に対応することで症状を軽減できたり、

進行を遅らせたりすることができます。 
 

あれ？認知症かも？と不安な方、 

認知症状の対応でお困りの方、一人で悩まず、 

地域包括支援センター（☎0254-27-6521）まで 

ぜひご相談ください！ 

認知症初期集中支援チーム 支援の流れ 

40歳以上で、自宅で生活している認知症の人や認知症が疑われる人のうち、 対象者 

認知症の診断を受けていない 

または 

治療を中断している人 

 

 

 

 

適切な医療サービスや 

介護サービスを受けていない人 

医療・介護サービスを利用して

いるが、対応に苦慮している人 

支援の流れ 

② 支援チームによる訪問 
 支援チームの専門職（保健師、介護支援専門員、社会福祉士など）がご自宅を訪問し、認知症につ

いての困りごとや心配ごとを確認させていただきます。 

 

 

① 地域包括支援センターへ相談（電話でも、窓口でも！） 

※相談内容によっては、支援チームではなく地域包括支援センター等で対応を行う場合があります。 
 

 


